
第51回サステナビリティ基準委員（SSBJ）
での審議の概要

2025年4月9日開催

2025年4月14日

第51回の審議では、サステナビリティ基準委員会（以下「SSBJ」という）の中期運営方針についての審議や、IFRS 財団公開

草案「IFRS 財団『デュー・プロセス・ハンドブック』の修正案」に対するコメントを提出した旨の報告が行われました。

【第51回SSBJで審議された事項】

審議事項

(1) サステナビリティ基準委員会の運営方針（審議事項C3）

(※1) 審議事項C3については、資料は非公開

報告事項

(1) IFRS財団公開草案「IFRS財団『デュー・プロセス・ハンドブック』の修正案」に対するコメント（報告事項B31）

審議事項

(1) サステナビリティ基準委員会（SSBJ）の運営方針（審議事項C3）

SSBJの今後3年間の中期運営方針（案）（※2）について、中條常勤委員より説明がなされ、審議が行われました。

（※2） 2025年4月1日より、一部の委員の交代により新たな体制となったことに伴い、これまでの活動を振り返るとともに、

今後3年間のSSBJ基準の開発の基本的な方針及び国際的なサステナビリティ開示基準の開発に関連する活動を

行うにあたっての基本的な方針を示すため、中期運営方針を策定し、公表するため審議が行われました。

【審議結果】

審議の結果、サステナビリティ基準委員会の中期運営方針（案）について、引続き検討していくこととされました。

報告事項

(1) IFRS財団公開草案「IFRS財団『デュー・プロセス・ハンドブック』の修正案」に対するコメント（報告事項B31）

IFRS財団が2024年12月19日に公表した公開草案「IFRS 財団『デュー・プロセス・ハンドブック』の修正案」への対応について、

書面により審議を行い、2025年3月28日に企業会計基準委員会（ASBJ）及びSSBJの連名で、IFRS財団にコメント・レ

ターを提出したことが報告されました。

以上
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参  考     ：第51回サステナビリティ基準委員会の概要｜サステナビリティ基準委員会

関連記事： 第50回サステナビリティ基準委員会（SSBJ）での審議の概要

第49回サステナビリティ基準委員会（SSBJ）での審議の概要

第48回サステナビリティ基準委員会（SSBJ）での審議の概要

サステナビリティ開示・保証の最新規制動向

日本・ヨーロッパ・南北アメリカ・アジアパシフィックにおけるサステナビリティ情報の開示・保証の規制に関する最新動向を

取りまとめています。
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